
◎ 本日はお忙しい中、2023年3月期 第2四半期の決算説明会にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

◎ 上期は、様々な制約が続いた中、収益性を重視した対応を徹底した結果、

当初計画以上に業績が改善しました。

一方で、下期は外部環境が好転して、人々の動きが活発化します。

着実にトップラインを向上し、業績のさらなる改善を図っていく所存です。

◎ 本日、私からは、

1) 第2四半期決算の概要

2) 通期業績予想の修正

3) 中期的な戦略の方向性

の3点についてご説明します。

◎ 最初に、スライドの4ページをご覧ください。
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◎ 第2四半期決算の概要について、ご説明します。

◎ 売上高は、前年から3,595億円、83.4パーセント増加の、7,907億円となりました。

航空事業において、旅客需要を着実に取り込んだほか、国際貨物の単価を向上させたことも寄与し、

前年から大幅な増収となりました。

◎ 営業利益は、前年から1,474億円改善して、314億円となりました。

コストマネジメントを徹底することで、トップラインの増加を利益へ繋げ、

上期として3年ぶりに黒字へ転換しました。

◎ 親会社株主に帰属する四半期純利益は195億円となりました。

またEBITDAは、前年から1,448億円改善して、1,023億円となりました。

◎ 5ページをご覧ください。



◎ 上期における事業別の取り組みについてご説明します。

◎ ANA国際旅客は、日本発のビジネス需要や、旺盛な三国間需要を取り込みました。

旅客需要の回復に合わせ、旅客機による貨物専用便を旅客便へ移行することで、

運航コストの増加を抑制しながら、売上高を前年の5.3倍に拡大しました。

◎ ANA国際貨物では、フレイターをフル稼働させながら、高単価貨物を獲得した結果、

売上高は1.3倍となり、上期として過去最高となりました。

◎ ANA国内旅客は、イールドマネジメントを強化したほか、6月下旬から大型機の運航を再開しました。

コロナ感染第7波の影響を受ける中でも、売上高は2.2倍となりました。

◎ Peachは、夏場のレジャー・VFR需要を獲得したことで、売上高は3.1倍に増加しました。

◎ 以上4つの事業分野の単価・イールドは、コロナ前と比べて大幅に改善しています。

収益性を重視しながら、トップラインを向上させたことで、

通期黒字化の達成に向けて着実に前進しました。

◎ 6ページをご覧ください。

5



◎ 旅客需要の見通しです。

◎ 国内旅客について、

下期は、全国旅行支援の開始などにより、レジャー需要が回復を牽引すると想定しています。

年度末にはANAとPeach合計で、旅客数がコロナ前水準に回復すると見通しています。

◎ 国際旅客については、水際対策が緩和されたことで、

日本発、海外発の双方向で、予約数が大幅に増加しています。

ANA国際線の旅客数は、年度末には、コロナ前の60％に回復すると想定しています。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ 通期業績予想の修正について、ご説明します。

◎ 国際線事業について、旅客、貨物ともに、売上高が当初計画を大幅に上回って推移しています。

一方で、国内旅客の需要回復は、感染第7波の影響を受けて、後ろ倒しとなる見込みです。

また、市況前提を実勢に合わせて見直します。

◎ 以上をふまえ、あらためて年度見通しを精査した結果、

上期の利益上振れ分を反映して、通期の業績予想を修正することとしました。

◎ 売上高は、当初計画から400億円増加の、1兆7,000億円とします。

営業利益は、当初計画の500億円から、650億円に修正します。

経常利益は550億円、親会社株主に帰属する当期純利益は400億円とします。

◎ 8ページをご覧下さい。
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◎ 下期における事業別の取り組みについてご説明します。

◎ ANA国際旅客は、機材と人財のリソースを活用して、生産量とネットワークを迅速に回復します。

需要の回復が早い北米線とアジア線は、冬ダイヤから生産量を大幅に増加します。

◎ ANA国際貨物では、 需要が堅調な路線に機動的にフレイターを投入することで、

引き続き高い収益性を維持します。

◎ ANA国内旅客は、需要の回復を捉えて、旅客数の獲得を強化します。

10月初めから、全15機の大型機が運航可能となりました。

国内線の運航便数は、Peachと合わせて概ねコロナ前の水準に戻す計画です。

◎ Peachは、機材稼働を向上させて、収益性を改善します。

国際線で6路線の運航を再開するほか、

12月27日から関西＝バンコク線を新たに開設し、中距離路線にも進出します。

◎ これらの通り、下期は生産量の拡大を加速して、マーケットシェア向上も同時に追求します。

9ページをご覧ください。
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◎ 中期的な戦略の方向性について、ご説明します。最初に事業戦略です。

◎ 「航空事業」では、ANA・Peach・新生AirJapanの3ブランドのポートフォリオ最適化により、

成長ドライバーである、国際線・レジャー・訪日客をターゲットに、トップラインを拡大します。

また、フレイターとベリーの両方を有するコンビネーションキャリアとして、貨物事業の収益を拡大するほか、

高いコスト効率を実現することで、航空事業の利益を最大化します。

◎ 「非航空事業」では、「人とモノの移動」領域において、新たな事業を創造し、

航空と連動しない収益ドメインの拡大を目指します。

◎ 10月20日に、ANAマイレージクラブのアプリをリニューアルしました。

今後も継続的に機能や商材を追加し、スーパーアプリに発展させていくことで、

マイルをフックにした顧客の回遊を促し、ANAグループ経済圏を確立します。

◎ これらの戦略を推進することによって、

ボラティリティ耐性の高い、持続的に成長できる収益モデルを構築していきます。

◎ 10ページをご覧ください。
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◎ 次に、財務戦略です。

◎ 損益(P/L)について、

トップラインの向上と、コロナ前以上の利益、並びに利益率を目指します。

具体的には、売上高2兆円、営業利益2,000億円、営業利益率10％を目標とします。

◎ バランスシートに関しては、利益の蓄積により、着実に財務基盤を回復させる一方、

手元流動性を中期的に圧縮することで、資産効率を改善します。

当面は、自己資本で1兆円以上、自己資本比率で40％水準を目指します。

◎ キャッシュフローでは、

財務規律をふまえて、設備投資を年平均で2,500億円程度にコントロールしながら、

フリーキャッシュフローを創出していきます。

◎ 続いて、11ページをご覧ください。
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◎ 次期「中期経営戦略」の位置づけについて、ご説明します。

◎ これまでコロナ禍の影響が続いた中、事業構造改革を実行し、

事業規模を一時的に縮小することで、固定費を大幅に圧縮しました。

◎ 次期「中期経営戦略」は、2025年度までの3年間を対象とする予定です。

コロナ禍で培ったコスト構造を下支えに、収益性と財務基盤を早期に復元し、

持続的な成長を目指すための足元を固めます。

中期的に利益を拡大しながら、成長回帰を実現していきます。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ 最後に、中長期的な経営テーマについて、ご説明します。

◎ 1番の航空事業は、グループコア事業として、利益の最大化を追求すると同時に、

2番の非航空事業において、新たな収益の柱を確立します。

EPSを向上し、強固な財務基盤を構築しながら、株主還元を強化していきます。

◎ 3番は人的資本です。従業員の待遇改善や、エンゲージメント向上に注力するとともに

デジタル化により生産性を向上しながら、経営基盤としての「人の力」を最大化します。

◎ 4番の環境への対応としては、トランジションシナリオを推進し、

カーボンニュートラルの実現を目指します。

◎ 5番のパーパス・経営ビジョンに関して、当社グループは今年の12月に創業70周年を迎えます。

中長期的に目指す経営の方向性を明確にし、経営理念を追求していきます。

◎ ポストコロナにおいても、社会的価値と経済的価値を同時に創造していくため、

私が先頭に立って経営を舵取りしていきます。

◎ 以上で、私からの説明を終わります。ご清聴、ありがとうございました。



◎ 私から、2022年度 第2四半期決算の詳細、並びに通期業績予想について、ご説明します。

◎ 14ページをご覧ください。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 当第2四半期は、営業利益、四半期純利益、EBITDAの3つの指標について、

コロナ禍で初めて、直近3ヶ月間の実績が全てプラスに転じました。

◎ 15ページをご覧ください。
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◎ 連結決算の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から3,595億円増加し、7,907億円となりました。

◎ 営業費用は、前年から2,121億円増加の、7,592億円となりました。

生産量を徐々に拡大する中でも、コストマネジメントを徹底しました。

◎ これらの結果、営業利益は314億円、経常利益は302億円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は195億円となりました。

◎ 16ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は3兆2,674億円、自己資本は8,413億円となり、

自己資本比率は、25.7パーセントとなりました。

また、有利子負債は1兆6,399億円、デット・エクイティ・レシオは1.9倍となりました。

◎ 当四半期末における手元流動性資金は、9,970億円となったことから、

ネットデット・エクイティ・レシオは、0.8倍となりました。

◎ 17ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは1,909億円の収入となりました。

貨物事業の増収や固定費の削減効果に加えて、

旅客需要が回復したことで、大幅なプラスとなりました。

◎ 投資キャッシュフローは、977億円の支出、

財務キャッシュフローは、1,120億円の支出となりました。

◎ 続きまして 18ページをご覧ください。



18

◎ 実質フリーキャッシュフローの推移です。

◎ 上期の実績は1,502億円の収入となり、前年から大幅に改善しました。

設備投資の抑制やコストマネジメントなど、

「事業構造改革」の効果を維持しながら収入を伸ばしたことで、

上期として過去最高の水準となりました。

◎ 19ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 航空関連事業では、旅客需要の回復に伴い、空港ハンドリング業務などが増加し、

前年から増収となりました。

◎ 旅行事業では、国内を中心に夏場の旅行需要を取り込み、増収となりました。

◎ 商社事業では、空港リテール事業が堅調に回復したことなどにより、

黒字幅が拡大しました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。

21ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における、営業利益の前年比較です。

◎ 売上高は、旅客事業が大幅に伸長したことなどにより、全体で3,425億円の増加となりました。

◎ 営業費用は、燃油費やグループ従業員の人件費が増加しましたが、

コストマネジメントを徹底したことで、前年から1,888億円の増加に留めました。

◎ これらの結果、営業利益は、前年から1,537億円改善して、399億円の黒字となりました。

◎ 次の22ページには、事業別の四半期売上高の推移をお示ししていますので、ご確認ください。

29ページをご覧ください。
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◎ 事業別の動向です。

グラフは各指標のコロナ前対比の推移をお示ししています。

◎ 1番のANA国際旅客は、

日本発のビジネス需要や旺盛な三国間需要を取り込み、

上期の旅客キロはコロナ前の38パーセントまで回復しました。

一方、運賃コントロールにより、イールドはコロナ前と比べて26パーセント向上したため、

売上高は48パーセントに回復しました。

◎ 2番はANA国際貨物です。

需要はほぼコロナ前の水準で推移した一方、

高単価貨物や特殊商材の取り込みを強化したことで、

重量あたりの単価はコロナ前の約3.7倍となりました。

これらの結果、売上高はコロナ前の約3.6倍に拡大し、上期で過去最高となりました。

◎ 30ページをご覧ください。
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◎ 3番のANA国内旅客は、

需要に合わせて生産量を拡大し、旅客数はコロナ前の62パーセントとなりました。

また、イールドマネジメントを強化し、単価が5パーセント向上したことで、

売上高は65パーセントまで回復しました。

◎ 4番のPeach国内線では、

夏場のレジャー・VFR需要を取り込み、旅客数はコロナ前の約1.6倍となりました。

運賃値上げや販売施策の効果が現れ、単価が13パーセント向上した結果、

売上高は約1.8倍に増加しました。

◎ 32ページをご覧ください。
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◎ ヘッジの進捗状況です。

◎ 原油市況の高止まりが続いている上、足元で円安が加速していますが、

今年度については、燃油・為替ともヘッジ対応を完了しています。

今般の業績修正に合わせて、下期の前提値を見直しましたが、

今後の市況変動に伴う利益計画への影響は、限定的と見込んでいます。

◎ 38ページをご覧ください。
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◎ 通期業績予想の詳細について、ご説明します。

◎ 修正した内容は、スライドにお示しした通りです。

◎ 続きまして、40ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における、売上高と費用の修正計画です。

◎ 国際線事業では、旅客、貨物ともに、上期の実績が好調に推移したことに加えて、

水際対策の緩和を受けて、旅客需要は下期も回復が続くと想定しています。

一方、国内旅客では、感染第7波の影響を受けて、需要の回復は後ろ倒しとなる見込みです。

これらを踏まえて、売上高の計画を修正します。

◎ 一方、営業費用について、生産量に連動する費用や、

市況前提を見直した影響などを反映しました。

◎ これらの結果、航空事業の営業利益は、680億円となる計画です。

◎ 次の41ページから42ページには、今回修正した航空事業の営業利益について、

前年実績および当初計画との差異を、グラフでお示ししています。

また43ページから45ページは、売上高の前提となる、

事業別の主な指標を掲載していますので、併せてご確認ください。

◎ 私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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